
一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究所 定期講演会

美ら島再発見
～動物、植物、琉球文化から迫る～

入場無料

日時：令和6年3月23日（土）13:30-16:00（13:00開場）
会場：沖縄県立博物館・美術館（おきみゅー）3F講堂
定員：210名 ※要事前申込み（定員に達しない場合、当日受付も可）

対象：沖縄の文化や自然に興味のある中学生以上の方

廃棄物のリサイクルによる持続可能な植物管理
植物研究室/松原 智子

公園管理で発生する飼料残渣および植物性残渣を堆肥化し、植
栽管理に活用する取り組みについて紹介。

30年に亘るザトウクジラ調査
～保全と観光利用の両立を目指して～
動物研究室/岡部 晴菜

1990年代より継続しているザトウクジラの生態調査や、地
域と連携した保全への取り組みについて紹介。

環境DNAによる新たな魚類調査のかたち
動物研究室/岡 慎一郎

水を分析するだけでそこに棲む魚の存在を知る「環境DNA
技術」による生物多様性調査について紹介。

【お申込み方法】
総合研究所ホームページまたは電話にて
受付いたします。

沖縄美ら島財団

総合研究所 お問い合わせ・お申し込みはこちらから！

(0980)

48-2266

◀

琉球音楽と楽器
琉球文化財研究室/佐久本 純

失われた御座楽楽器の復元と哨吶音楽調査および奏法研究に
よる演奏にむけた取組の紹介。

ツ ヲ ナ

注）「ツヲナ」は、ラッパ状の管楽器のこと。


